
(57)【要約】

【課題】　γ補正を加えた多階調表現を実現させるにあ

たり、発光素子の点灯時間率を低下させることのない発

光制御を実現し、発光素子の寿命を延命させることがで

きる表示パネルの駆動装置および駆動方法を提供するこ

と。

【解決手段】　１つの画素２０を構成するＥＬ素子Ｅ1 

は、２つのデータ書き込みトランジスタＴr12 ，Ｔr13 

および駆動トランジスタＴr11 によって点灯駆動される

。前記データ書き込みトランジスタＴr12 ，Ｔr13 は交

互にオン動作されて、γ補正カーブに基づいた点灯期間

ごとに駆動トランジスタＴr11 のゲート電位が書き換え

られる。発光素子の１フレームにおける点灯時間率を向

上させることができるので、発光素子の駆動電流を低減

させることができ、結果として素子の発光寿命をより延

命させることに寄与できる。

【選択図】　　　図７
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の デ ー タ 線 お よ び 複 数 の 走 査 線 の 交 差 位 置 に 配 さ れ 、 そ れ ぞ れ に 点 灯 駆 動 ト ラ ン ジ
ス タ を 介 し て 発 光 制 御 さ れ る 複 数 の 発 光 素 子 を 備 え た ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 発 光 表 示 パ
ネ ル の 駆 動 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 点 灯 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト 電 位 を 制 御 す る た め の 複 数 の デ ー タ 書 き 込 み ト ラ ン
ジ ス タ と 、 前 記 各 デ ー タ 書 き 込 み ト ラ ン ジ ス タ に よ っ て 順 次 書 き 込 ま れ る 点 灯 駆 動 ト ラ ン
ジ ス タ の ゲ ー ト 電 位 を 、 そ の 都 度 書 き 換 え て 保 持 す る キ ャ パ シ タ と を 備 え た こ と を 特 徴 と
す る 発 光 表 示 パ ネ ル の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 各 デ ー タ 書 き 込 み ト ラ ン ジ ス タ の ド レ イ ン が 、 そ れ ぞ れ 点 灯 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ
ー ト に 接 続 さ れ 、 前 記 各 デ ー タ 書 き 込 み ト ラ ン ジ ス タ の そ れ ぞ れ の ソ ー ス に は 、 映 像 信 号
に 対 応 し た デ ー タ 信 号 が 供 給 さ れ る よ う に 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 発
光 表 示 パ ネ ル の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 単 位 フ レ ー ム 期 間 を 複 数 の サ ブ フ レ ー ム 期 間 に 分 割 し 、 前 記 サ ブ フ レ ー ム 期 間 の 開 始 ご
と に 前 記 各 デ ー タ 書 き 込 み ト ラ ン ジ ス タ の そ れ ぞ れ の ゲ ー ト に 対 し て 択 一 的 に 順 次 オ ン 電
圧 が 供 給 さ れ る よ う に 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 光 表
示 パ ネ ル の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 発 光 素 子 は 、 有 機 化 合 物 を 発 光 層 に 用 い た 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に よ り 構 成 し た こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 発 光 表 示 パ ネ ル の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 複 数 の デ ー タ 線 お よ び 複 数 の 走 査 線 の 交 差 位 置 に 配 さ れ 、 少 な く と も そ れ ぞ れ に 点 灯 駆
動 ト ラ ン ジ ス タ を 介 し て 発 光 制 御 さ れ る 複 数 の 発 光 素 子 を 備 え た ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型
発 光 表 示 パ ネ ル の 駆 動 方 法 で あ っ て 、
　 単 位 フ レ ー ム 期 間 を 複 数 の サ ブ フ レ ー ム 期 間 に 分 割 し 、 前 記 各 サ ブ フ レ ー ム 期 間 に 対 応
し て 、 前 記 点 灯 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト 電 位 を 制 御 す る た め の 複 数 の デ ー タ 書 き 込 み ト
ラ ン ジ ス タ を 択 一 的 に 順 次 オ ン 動 作 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 発 光 表 示 パ ネ ル の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 各 デ ー タ 書 き 込 み ト ラ ン ジ ス タ に よ り も た ら さ れ る 前 記 点 灯 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト
電 位 を そ の 都 度 書 き 換 え つ つ 、 前 記 発 光 素 子 を 点 灯 駆 動 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に
記 載 の 表 示 パ ネ ル の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 サ ブ フ レ ー ム 期 間 が 、 γ 補 正 カ ー ブ に 基 づ い た 点 灯 時 間 に 設 定 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ５ ま た は 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 光 表 示 パ ネ ル の 駆 動 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 画 素 を 構 成 す る 発 光 素 子 を 、 例 え ば Ｔ Ｆ Ｔ （ Thin Film Transistor） に よ
っ て ア ク テ ィ ブ 駆 動 さ せ る 表 示 パ ネ ル の 駆 動 装 置 に 関 し 、 特 に 前 記 発 光 素 子 の 点 灯 時 間 率
（ 発 光 デ ュ ー テ ィ 比 ） を 低 下 さ せ る こ と な く 、 γ 補 正 カ ー ブ に し た が っ た 階 調 表 現 を 実 現
で き る よ う に し た 発 光 表 示 パ ネ ル の 駆 動 装 置 お よ び 駆 動 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 発 光 素 子 を マ ト リ ク ス 状 に 配 列 し て 構 成 さ れ る 表 示 パ ネ ル を 用 い た デ ィ ス プ レ イ の 開 発
が 広 く 進 め ら れ て い る 。 こ の よ う な 表 示 パ ネ ル に 用 い ら れ る 発 光 素 子 と し て 、 例 え ば 有 機
材 料 を 発 光 層 に 用 い た 有 機 Ｅ Ｌ （ エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス ） 素 子 が 注 目 さ れ て お り 、 既
に 一 部 の 製 品 に お い て 実 用 化 さ れ て い る 。 こ れ は Ｅ Ｌ 素 子 の 発 光 層 に 、 良 好 な 発 光 特 性 を
期 待 す る こ と が で き る 有 機 化 合 物 を 使 用 す る こ と に よ っ て 、 実 用 に 耐 え う る 高 効 率 化 お よ
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び 長 寿 命 化 が 進 ん だ こ と も 背 景 に あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 か か る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 用 い た 表 示 パ ネ ル と し て 、 Ｅ Ｌ 素 子 を 単 に マ ト リ ク ス 状 に 配 列 し
た パ ッ シ ブ マ ト リ ク ス 型 表 示 パ ネ ル と 、 マ ト リ ク ス 状 に 配 列 し た Ｅ Ｌ 素 子 の 各 々 に 、 例 え
ば Ｔ Ｆ Ｔ か ら な る 能 動 素 子 を 加 え た ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 表 示 パ ネ ル が 提 案 さ れ て い る
。 後 者 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 表 示 パ ネ ル は 、 前 者 の パ ッ シ ブ マ ト リ ク ス 型 表 示 パ ネ ル
に 比 べ て 、 低 消 費 電 力 化 を 実 現 す る こ と が で き 、 ま た 画 素 間 の ク ロ ス ト ー ク が 少 な い 等 の
特 質 を 備 え て お り 、 特 に 大 画 面 を 構 成 す る 高 精 細 度 の デ ィ ス プ レ イ に 適 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 １ は 、 既 に 提 案 さ れ て い る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 表 示 パ ネ ル に お け る １ つ の 画 素 １
０ に 対 応 す る 回 路 構 成 の 一 例 を 示 し て い る 。 な お 、 こ の 図 １ に 示 す 画 素 １ ０ の 回 路 構 成 は
、 時 分 割 階 調 表 現 を 実 現 す る 同 時 消 去 法 （ Ｓ Ｅ Ｓ ＝ Simultaneous Erasing Scan ） と 呼 ば
れ る 点 灯 駆 動 方 式 を 採 用 し た 例 を 示 し て い る 。 こ の 画 素 １ ０ の 構 成 に お い て は 、 デ ー タ ド
ラ イ バ １ １ か ら の 映 像 信 号 に 対 応 し た デ ー タ 信 号 Ｖ dataが 、 表 示 パ ネ ル に 配 列 さ れ た デ ー
タ 電 極 線 を 介 し て 制 御 用 Ｔ Ｆ Ｔ 、 す な わ ち デ ー タ 書 き 込 み ト ラ ン ジ ス タ （ 以 下 、 単 に 書 き
込 み ト ラ ン ジ ス タ と も 言 う 。 ） Ｔ r2の ソ ー ス Ｓ に 供 給 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ま た
、 前 記 書 き 込 み ト ラ ン ジ ス タ Ｔ r2の ゲ ー ト Ｇ に は 、 走 査 ド ラ イ バ １ ２ か ら 走 査 電 極 線 を 介
し て 走 査 信 号 Selectが 供 給 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 前 記 書 き 込 み ト ラ ン ジ ス タ Ｔ r2の ド レ イ ン Ｄ は 、 点 灯 駆 動 用 Ｔ Ｆ Ｔ 、 す な わ ち 点 灯 駆 動
ト ラ ン ジ ス タ Ｔ r1（ 以 下 、 単 に 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ と も 言 う 。 ） の ゲ ー ト Ｇ に 接 続 さ れ る と
共 に 、 電 荷 保 持 用 キ ャ パ シ タ Ｃ 1 の 一 方 の 端 子 に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス
タ Ｔ r1の ソ ー ス Ｓ は 、 前 記 キ ャ パ シ タ Ｃ 1 の 他 方 の 端 子 に 接 続 さ れ る と 共 に 、 駆 動 電 源 Ｖ
ccに 接 続 さ れ て い る 。 さ ら に 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ r1の ド レ イ ン Ｄ は 、 発 光 素 子 と し て の
有 機 Ｅ Ｌ 素 子 Ｅ 1 の ア ノ ー ド 端 子 に 接 続 さ れ 、 こ の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 Ｅ 1 の カ ソ ー ド 端 子 は 、
基 準 電 位 点 （ グ ラ ン ド ） に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 さ ら に 、 消 去 用 Ｔ Ｆ Ｔ と し て の 消 去 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ r3の ゲ ー ト に は 、 消 去 信 号 線 を 介 し
て 消 去 ド ラ イ バ １ ３ よ り 消 去 信 号 Erase が 供 給 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 消
去 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ r3の ソ ー ス Ｓ お よ び ド レ イ ン Ｄ に は 、 前 記 キ ャ パ シ タ Ｃ 1 の 各 端 部 が そ
れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る 。 な お 、 図 １ に 示 す 画 素 １ ０ に お い て は 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ r1の
み が ｐ チ ャ ン ネ ル 型 Ｔ Ｆ Ｔ に よ り 構 成 さ れ 、 他 は ｎ チ ャ ン ネ ル 型 Ｔ Ｆ Ｔ に よ り 構 成 さ れ て
い る 。 そ し て 、 前 記 し た 構 成 の 画 素 １ ０ は 、 行 お よ び 列 方 向 に マ ト リ ク ス 状 に 多 数 配 列 さ
れ て 表 示 パ ネ ル が 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 １ に 示 し た 画 素 １ ０ の 構 成 に お い て 、 制 御 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ r2の ゲ ー ト に は 、 ア ド レ ス
期 間 に お い て 走 査 ド ラ イ バ １ ２ よ り 走 査 信 号 と し て の オ ン 電 圧 Selectが 供 給 さ れ る 。 こ れ
に よ り 、 制 御 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ r2の ソ ー ス ・ ド レ イ ン を 介 し て 、 デ ー タ ド ラ イ バ １ １ か ら 供
給 さ れ る デ ー タ 信 号 Ｖ dataに 対 応 し た 電 流 を キ ャ パ シ タ Ｃ 1 に 流 し 、 こ れ に よ り キ ャ パ シ
タ Ｃ 1 は 充 電 さ れ る 。 そ し て 、 そ の 充 電 電 圧 が 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ r1の ゲ ー ト に 供 給 さ れ
て 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ r1は そ の ゲ ー ト 電 圧 と 、 ド レ イ ン に 供 給 さ れ る 駆 動 電 源 Ｖ ccに 対 応 し
た 電 流 を 、 Ｅ Ｌ 素 子 Ｅ 1 に 流 し 、 こ れ に よ り Ｅ Ｌ 素 子 Ｅ 1 は 発 光 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ し て 、 制 御 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ r2の ゲ ー ト 電 圧 が オ フ 電 圧 に な る と 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ r2は
い わ ゆ る カ ッ ト オ フ と な る 。 し か し な が ら 、 キ ャ パ シ タ Ｃ 1 に 蓄 積 さ れ た 電 荷 に よ り 駆 動
ト ラ ン ジ ス タ Ｔ r1の ゲ ー ト 電 圧 が 保 持 さ れ 、 こ れ に よ り Ｅ Ｌ 素 子 Ｅ 1 へ の 駆 動 電 流 が 維 持
さ れ る 。 し た が っ て 、 Ｅ Ｌ 素 子 Ｅ 1 は 次 の ア ド レ ス 動 作 に 至 る 期 間 （ 例 え ば 、 １ フ レ ー ム
期 間 ） に お い て 、 前 記 デ ー タ 信 号 Ｖ dataに 対 応 し た 点 灯 状 態 を 継 続 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 一 方 、 前 記 Ｅ Ｌ 素 子 Ｅ 1 の 点 灯 期 間 の 途 中 （ 例 え ば 、 １ フ レ ー ム 期 間 の 途 中 ） に お い て
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、 前 記 消 去 ド ラ イ バ １ ３ よ り 消 去 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ r3を オ ン さ せ る 消 去 信 号 Erase が 供 給 さ
れ る 。 こ れ に よ り 、 キ ャ パ シ タ Ｃ 1 に チ ャ ー ジ さ れ て い る 電 荷 を 瞬 時 に し て 消 去 （ 放 電 ）
さ せ る こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ r1は カ ッ ト オ フ 状 態 と な り 、 Ｅ Ｌ 素
子 Ｅ 1 は 直 ち に 消 灯 さ れ る 。 換 言 す れ ば 、 消 去 ド ラ イ バ １ ３ か ら の ゲ ー ト オ ン 電 圧 の 出 力
タ イ ミ ン グ を 制 御 す る こ と で 、 Ｅ Ｌ 素 子 Ｅ 1 の 点 灯 期 間 が 制 御 さ れ 、 こ れ に よ り 多 階 調 表
現 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 し た 消 去 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ r3を 具 備 す る こ と で 、 多 階 調 表 現 を 実 現 す る よ う に し た 画
素 の 回 路 構 成 は 、 例 え ば 次 に 示 す 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ４ ２ ８ ２ ２ 号 公 報 （ 段 落 ０ ０ ２ ４ 、 図 ７ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 と こ ろ で 、 前 記 特 許 文 献 １ に 示 さ れ た 図 １ に 示 す 画 素 の 構 成 に お い て 、 多 階 調 表 現 を 実
現 さ せ よ う と す る 場 合 に お い て は 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 単 位 フ レ ー ム 、 例 え ば １ フ レ
ー ム 期 間 を １ ５ の サ ブ フ レ ー ム に 分 割 し 、 １ フ レ ー ム 期 間 に お け る サ ブ フ レ ー ム の 点 灯 数
を 制 御 す る こ と で 、 １ ６ の 階 調 表 現 （ １ ０ ０ ％ 非 点 灯 も １ つ の 階 調 と 見 な し た 場 合 に は 、
１ ５ ＋ １ の 階 調 表 現 ） を 実 現 す る よ う に し て い る 。 す な わ ち 、 階 調 を 例 え ば “ １ ０ ” に 設
定 す る 場 合 に は 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す １ フ レ ー ム 期 間 に お け る １ ～ １ ０ の サ ブ フ レ ー ム 期 間
に お い て Ｅ Ｌ 素 子 を 点 灯 制 御 さ せ る と 共 に 、 １ １ 番 目 の サ ブ フ レ ー ム の 到 来 時 に お い て 、
図 １ に 示 す 消 去 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ r3を オ ン 動 作 さ せ て 、 残 り の フ レ ー ム 期 間 に お い て は Ｅ Ｌ
素 子 を 消 灯 さ せ る よ う に 制 御 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 し た 階 調 制 御 は 、 重 み 無 し サ ブ フ レ ー ム 方 式 と 呼 ば れ る も の で あ り 、 階 調 と 発 光 輝
度 の 関 係 が ほ ぼ リ ニ ア ー （ γ ＝ １ ） に な さ れ る 場 合 を 示 し て い る 。 し か し な が ら 、 理 想 的
な 階 調 と 輝 度 特 性 は 、 γ （ 視 感 度 ） ＝ １ ． ８ ～ ２ ． ２ 程 度 の γ 補 正 カ ー ブ に 基 づ く も の で
あ る と 言 わ れ て い る 。 す な わ ち 、 図 ３ に 示 す よ う に 低 階 調 側 に お い て は 階 調 間 の 輝 度 差 を
小 さ く 、 高 階 調 側 に お い て は 輝 度 差 を 大 き く す る こ と が 必 要 に な る 。 な お 、 図 ３ に お い て
は 輝 度 値 が “ ０ ” の 状 態 を 階 調 “ ０ ” と し て 、 計 １ ６ 階 調 に な さ れ た γ 補 正 カ ー ブ が 示 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ こ で 、 図 １ に 示 す 画 素 構 成 に お い て 、 例 え ば γ ＝ ２ ． ０ 程 度 の 多 階 調 表 現 を 実 現 さ せ
よ う と す る 場 合 に は 、 そ れ ぞ れ の サ ブ フ レ ー ム 期 間 を 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 点 灯 お よ
び 非 点 灯 期 間 に さ ら に 分 割 し 、 各 Ｅ Ｌ 素 子 を 点 灯 駆 動 さ せ る 操 作 が 必 要 と な る 。 す な わ ち
、 低 階 調 側 （ 図 ２ の 数 値 １ ， ２ ， ３ … … 側 ） に お い て は 、 そ れ ぞ れ の サ ブ フ レ ー ム 期 間 に
お い て の Ｅ Ｌ 素 子 の 点 灯 期 間 の 割 合 を 小 さ く 、 ま た 、 高 階 調 側 （ 図 ２ の 数 値 … … １ ３ ， １
４ ， １ ５ 側 ） に お い て は 、 そ れ ぞ れ の サ ブ フ レ ー ム 期 間 に お い て の Ｅ Ｌ 素 子 の 点 灯 期 間 の
割 合 が 大 き く な る よ う に 設 定 さ れ た 点 灯 駆 動 制 御 が 必 要 に な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ４ は 前 記 し た γ 補 正 カ ー ブ に よ る 多 階 調 表 現 を 実 現 さ せ る に あ た り 、 図 １ に 示 し た ３
ト ラ ン ジ ス タ 構 成 の 画 素 に 対 応 さ せ て 発 生 さ せ る 書 き 込 み ゲ ー ト 信 号 （ Ｗ Ｇ ） の ス タ ー ト
タ イ ミ ン グ と 、 消 去 ゲ ー ト 信 号 （ Ｅ Ｇ ） の ス タ ー ト タ イ ミ ン グ を 示 し た も の で あ る 。 こ こ
で 、 図 ４ （ ａ ） は す で に 説 明 し た 図 ２ （ ｂ ） に 示 す 階 調 に 応 じ た サ ブ フ レ ー ム ご と の Ｅ Ｌ
素 子 の 点 灯 期 間 を 示 す も の で あ る 。 そ し て 、 図 ４ （ ｂ ） は 各 サ ブ フ レ ー ム ご と に お い て 、
書 き 込 み ト ラ ン ジ ス タ Ｔ r2の ゲ ー ト に オ ン 電 圧 （ Select） を 与 え る タ イ ミ ン グ （ 前 記 Ｗ Ｇ
） を 示 し て い る 。 ま た 、 図 ４ （ ｃ ） は 各 サ ブ フ レ ー ム ご と に お い て 、 消 去 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ
r3の ゲ ー ト に オ ン 電 圧 （ Erase ） を 与 え る タ イ ミ ン グ （ 前 記 Ｅ Ｇ ） を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ こ で 、 例 え ば 階 調 “ １ ５ ” を 表 現 し よ う と し た 場 合 に は 、 １ フ レ ー ム 期 間 に お い て 、
Ｅ Ｌ 素 子 は 図 ４ （ ａ ） に 示 す 一 連 の 発 光 パ タ ー ン の 点 滅 動 作 が 実 行 さ れ る 。 こ れ を 実 現 さ
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せ る た め に 、 書 き 込 み ト ラ ン ジ ス タ Ｔ r2の ゲ ー ト に オ ン 電 圧 （ Select） を 与 え る タ イ ミ ン
グ 信 号 と し て 図 ４ （ ｂ ） に 示 さ れ た 前 記 Ｗ Ｇ が 用 い ら れ 、 消 去 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ r3の ゲ ー ト
に オ ン 電 圧 （ Erase ） を 与 え る タ イ ミ ン グ 信 号 と し て 図 ４ （ ｃ ） に 示 さ れ た 前 記 Ｅ Ｇ が 用
い ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ４ （ ｃ ） と し て 示 す 消 去 ゲ ー ト 信 号 （ Ｅ Ｇ ） の ス タ ー ト タ イ ミ ン グ 信 号 は 、 一 例 と し
て 図 ５ に 示 す 構 成 に よ っ て 生 成 さ れ る 。 す な わ ち 、 図 ５ に お け る 符 号 １ ６ は 論 理 演 算 ユ ニ
ッ ト を 、 符 号 １ ７ は サ ブ フ レ ー ム カ ウ ン タ を 、 さ ら に 符 号 １ ８ は γ テ ー ブ ル を 示 し て い る
。 こ の 構 成 に お い て 、 γ テ ー ブ ル １ ８ に は 、 各 サ ブ フ レ ー ム ご と に 階 調 に 対 応 し た 点 灯 時
間 が パ ラ メ ー タ と し て 格 納 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 そ し て 、 サ ブ フ レ ー ム カ ウ ン タ １ ７ よ り 、 点 灯 制 御 さ れ る べ き サ ブ フ レ ー ム ナ ン バ ー が
論 理 演 算 ユ ニ ッ ト １ ６ に 供 給 さ れ た 場 合 、 論 理 演 算 ユ ニ ッ ト １ ６ は γ テ ー ブ ル １ ８ を ア ク
セ ス し 、 サ ブ フ レ ー ム ナ ン バ ー に 対 応 し て 格 納 さ れ て い る 点 灯 時 間 の パ ラ メ ー タ に 基 づ い
て 、 消 去 ゲ ー ト 信 号 （ Ｅ Ｇ ） の ス タ ー ト タ イ ミ ン グ 信 号 を 出 力 す る よ う に な さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ６ は 、 以 上 説 明 し た 消 去 ト ラ ン ジ ス タ を 含 む 発 光 画 素 を 、 γ 補 正 カ ー ブ に よ る 多 階 調
表 現 に よ り 点 灯 駆 動 さ せ る 場 合 の 制 御 態 様 を 示 し て お り 、 図 ６ に お い て は 縦 方 向 に 時 間 が
経 過 す る 状 態 で 示 し て い る 。 な お 、 図 ６ に お い て は 一 例 と し て 、 Ｎ フ レ ー ム 目 の サ ブ フ レ
ー ム ９ か ら サ ブ フ レ ー ム ８ に 移 る 場 合 の 点 灯 制 御 の 態 様 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 前 記 し た 書 き 込 み ゲ ー ト 信 号 （ Ｗ Ｇ ） の 発 生 に よ り 、 例 え ば Ｎ フ レ ー
ム 目 の サ ブ フ レ ー ム ９ の 画 像 に 対 応 し て 各 発 光 画 素 は 点 灯 駆 動 さ れ る 。 こ の 時 の 書 き 込 み
ゲ ー ト 信 号 を 図 ６ に お い て は 、 便 宜 上 Ｗ Ｇ ９ と し て 示 し て い る 。 そ し て 、 前 記 サ ブ フ レ ー
ム ９ の γ 補 正 カ ー ブ に よ る 階 調 に 対 応 し た 時 間 の 経 過 後 に 消 去 ゲ ー ト 信 号 （ Ｅ Ｇ ） が 発 生
し 、 こ れ に よ り 前 記 サ ブ フ レ ー ム ９ の 残 り の 時 間 は 、 消 去 さ れ て 不 点 灯 に な さ れ る 。 こ の
時 の 消 去 ゲ ー ト 信 号 を 図 ６ に お い て は 、 便 宜 上 Ｅ Ｇ ９ と し て 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 一 方 、 前 記 し た サ ブ フ レ ー ム ９ の 画 像 に 対 応 し た 点 灯 駆 動 動 作 に 引 き 続 き 、 サ ブ フ レ ー
ム ８ の 画 像 に 対 応 し て 各 発 光 画 素 は 点 灯 駆 動 さ れ る 。 こ の 時 の 書 き 込 み ゲ ー ト 信 号 を 図 ６
に お い て は 、 便 宜 上 Ｗ Ｇ ８ と し て 示 し て い る 。 そ し て 、 前 記 サ ブ フ レ ー ム ８ の γ 補 正 カ ー
ブ に よ る 階 調 に 対 応 し た 時 間 の 経 過 後 に 消 去 ゲ ー ト 信 号 （ Ｅ Ｇ ） が 発 生 し 、 こ れ に よ り 前
記 サ ブ フ レ ー ム ８ の 残 り の 時 間 は 、 消 去 さ れ て 不 点 灯 に な さ れ る 。 こ の 時 の 消 去 ゲ ー ト 信
号 を 図 ６ に お い て は 、 便 宜 上 Ｅ Ｇ ８ と し て 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ６ に 例 示 し た よ う に 、 従 来 の 消 去 ト ラ ン ジ ス タ を 含 む 発 光 画 素 を 、 γ 補 正 カ ー ブ に よ
る 多 階 調 表 現 に よ り 点 灯 駆 動 さ せ る 場 合 に お い て は 、 サ ブ フ レ ー ム の 期 間 に 、 発 光 素 子 の
非 点 灯 状 態 が 頻 繁 に 出 現 す る こ と に な り 、 こ れ に よ り 全 体 と し て （ 例 え ば １ フ レ ー ム の 期
間 に お い て ） は 、 発 光 素 子 の 非 点 灯 の 時 間 が 長 く な り 、 発 光 素 子 の 点 灯 時 間 率 （ 発 光 デ ュ
ー テ ィ 比 ） を 低 下 さ せ る 結 果 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 換 言 す れ ば 、 前 記 し た γ 補 正 を 施 す こ と に よ り 発 光 素 子 の 点 灯 時 間 率 を 大 幅 に 低 下 さ せ
る こ と に な る 。 こ れ に も か か わ ら ず 、 所 定 の 発 光 輝 度 特 性 を 得 よ う と す る 場 合 に は 、 発 光
素 子 の 瞬 間 発 光 輝 度 を 上 昇 さ せ る べ く 、 発 光 素 子 の 駆 動 電 流 値 を 上 昇 さ せ な け れ ば な ら ず
、 こ れ に よ り 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に 代 表 さ れ る 前 記 発 光 素 子 の 寿 命 を 短 縮 さ せ る 結 果 を 招 く こ と
と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 発 明 は 、 前 記 し た 技 術 的 な 問 題 点 に 着 目 し て な さ れ た も の で あ り 、 γ 補 正 を 加 え た
多 階 調 表 現 を 実 現 さ せ る に あ た り 、 発 光 素 子 の 点 灯 時 間 率 を 大 幅 に 低 下 さ せ る こ と の な い
発 光 制 御 を 実 現 し 、 結 果 と し て 発 光 素 子 の 発 光 寿 命 を 短 縮 さ せ る 等 の 問 題 を 回 避 す る こ と
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が で き る 発 光 表 示 パ ネ ル の 駆 動 装 置 お よ び 駆 動 方 法 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る も の で あ
る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 前 記 し た 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た こ の 発 明 に か か る 駆 動 装 置 は 、 請 求 項 １ に 記 載
の と お り 、 複 数 の デ ー タ 線 お よ び 複 数 の 走 査 線 の 交 差 位 置 に 配 さ れ 、 そ れ ぞ れ に 点 灯 駆 動
ト ラ ン ジ ス タ を 介 し て 発 光 制 御 さ れ る 複 数 の 発 光 素 子 を 備 え た ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 発
光 表 示 パ ネ ル の 駆 動 装 置 で あ っ て 、 前 記 点 灯 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト 電 位 を 制 御 す る た
め の 複 数 の デ ー タ 書 き 込 み ト ラ ン ジ ス タ と 、 前 記 各 デ ー タ 書 き 込 み ト ラ ン ジ ス タ に よ っ て
順 次 書 き 込 ま れ る 点 灯 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト 電 位 を 、 そ の 都 度 書 き 換 え て 保 持 す る キ
ャ パ シ タ と を 備 え た 点 に 特 徴 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 一 方 、 前 記 し た 目 的 を 達 成 す る た め に な さ れ た こ の 発 明 に か か る 駆 動 方 法 は 、 請 求 項 ５
に 記 載 の と お り 、 複 数 の デ ー タ 線 お よ び 複 数 の 走 査 線 の 交 差 位 置 に 配 さ れ 、 少 な く と も そ
れ ぞ れ に 点 灯 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ を 介 し て 発 光 制 御 さ れ る 複 数 の 発 光 素 子 を 備 え た ア ク テ ィ
ブ マ ト リ ク ス 型 発 光 表 示 パ ネ ル の 駆 動 方 法 で あ っ て 、 単 位 フ レ ー ム 期 間 を 複 数 の サ ブ フ レ
ー ム 期 間 に 分 割 し 、 前 記 各 サ ブ フ レ ー ム 期 間 に 対 応 し て 、 前 記 点 灯 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ
ー ト 電 位 を 制 御 す る た め の 複 数 の デ ー タ 書 き 込 み ト ラ ン ジ ス タ を 択 一 的 に 順 次 オ ン 動 作 さ
せ る 点 に 特 徴 を 有 す る 。 こ の 場 合 、 請 求 項 ７ に 記 載 の と お り 、 前 記 サ ブ フ レ ー ム 期 間 は 、
γ 補 正 カ ー ブ に 基 づ い た 点 灯 時 間 に 設 定 さ れ て い る こ と が 望 ま し い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 に か か る 発 光 表 示 パ ネ ル の 駆 動 装 置 に つ い て 、 図 に 示 す 実 施 の 形 態 に 基
づ い て 説 明 す る 。 図 ７ は こ の 発 明 に か か る 駆 動 装 置 お よ び 駆 動 方 法 を 好 適 に 採 用 し 得 る ３
Ｔ Ｆ Ｔ 方 式 の 画 素 の 構 成 例 を 示 し た も の で あ る 。 こ の 図 ７ に 示 す 画 素 ２ ０ の 構 成 に お い て
は 、 第 １ と 第 ２ の デ ー タ 書 き 込 み ト ラ ン ジ ス タ Ｔ r12 ， Ｔ r13 が 備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 す な わ ち 、 第 １ の デ ー タ 書 き 込 み ト ラ ン ジ ス タ Ｔ r12 の ソ ー ス Ｓ は デ ー タ ラ イ ン を 介 し
て 第 １ デ ー タ ド ラ イ バ ２ １ に 接 続 さ れ 、 当 該 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ r12 の ゲ ー ト Ｇ は 走 査 ラ イ ン
を 介 し て 第 １ 走 査 ド ラ イ バ ２ ３ に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 第 ２ の デ ー タ 書 き 込 み ト ラ ン ジ
ス タ Ｔ r13 の ソ ー ス Ｓ は デ ー タ ラ イ ン を 介 し て 第 ２ デ ー タ ド ラ イ バ ２ ２ に 接 続 さ れ 、 当 該
ト ラ ン ジ ス タ Ｔ r13 の ゲ ー ト Ｇ は 走 査 ラ イ ン を 介 し て 第 ２ 走 査 ド ラ イ バ ２ ４ に 接 続 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 そ し て 、 第 １ お よ び 第 ２ の 書 き 込 み ト ラ ン ジ ス タ Ｔ r12 ， Ｔ r13 の 各 ド レ イ ン Ｄ は 共 通
接 続 さ れ て 、 点 灯 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ r11 の ゲ ー ト Ｇ に 接 続 さ れ る と 共 に 、 電 荷 保 持 用 キ
ャ パ シ タ Ｃ 1 の 一 方 の 端 子 に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 点 灯 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ r11 の ソ ー
ス Ｓ は 、 前 記 キ ャ パ シ タ Ｃ 1 の 他 方 の 端 子 に 接 続 さ れ る と 共 に 、 動 作 電 源 ラ イ ン Ｖ ccに 接
続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 さ ら に 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ r11 の ド レ イ ン Ｄ は 、 発 光 素 子 と し て の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 Ｅ 1 
の ア ノ ー ド 端 子 に 接 続 さ れ 、 こ の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 Ｅ 1 の カ ソ ー ド 端 子 は 、 基 準 電 位 点 （ グ ラ
ン ド ） に 接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、 図 ７ に 示 す 画 素 ２ ０ の 構 成 に お い て は 、 駆 動 ト ラ ン ジ
ス タ Ｔ r11 が ｐ チ ャ ン ネ ル 型 Ｔ Ｆ Ｔ で 構 成 さ れ 、 第 １ と 第 ２ の 書 き 込 み ト ラ ン ジ ス タ Ｔ r1
2 ， Ｔ r13 は ｎ チ ャ ン ネ ル 型 Ｔ Ｆ Ｔ に よ り 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 後 で 詳 細 に 説 明 す る が 、 図 ７ に 示 す 画 素 構 成 に よ る と 、 第 １ お よ び 第 ２ の 書 き 込 み ト ラ
ン ジ ス タ Ｔ r12 ， Ｔ r13 の ゲ ー ト に 対 し て 第 １ 走 査 ド ラ イ バ ２ ３ お よ び 第 ２ 走 査 ド ラ イ バ
２ ４ か ら 交 互 に ゲ ー ト オ ン 電 圧 Ｗ Ｇ １ ， Ｗ Ｇ ２ が 供 給 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 キ ャ パ シ タ Ｃ
1 へ の 充 電 電 圧 を 第 １ デ ー タ ド ラ イ バ ２ １ お よ び 第 ２ デ ー タ ド ラ イ バ ２ ２ よ り 供 給 さ れ る
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映 像 信 号 に 対 応 し た デ ー タ 信 号 Ｖ data1 ， Ｖ data2 に よ っ て 順 次 書 き 換 え る （ 上 書 き す る
） こ と が で き る 。 し た が っ て 、 点 灯 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ r11 に よ っ て 駆 動 さ れ る Ｅ Ｌ 素 子
Ｅ 1 は 、 前 記 Ｖ data1 ， Ｖ data2 に 対 応 し て 連 続 的 に 発 光 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ８ は 図 ７ に 示 し た 画 素 ２ ０ を 多 数 配 列 す る こ と に よ り 構 成 し た 発 光 表 示 パ ネ ル ３ ０ と
、 前 記 し た 第 １ 、 第 ２ デ ー タ ド ラ イ バ ２ １ ， ２ ２ お よ び 第 １ 、 第 ２ 走 査 ド ラ イ バ ２ ３ ， ２
４ と の 接 続 関 係 を 示 し た 模 式 図 で あ る 。 こ こ で 、 図 ８ に 示 し た 発 光 表 示 パ ネ ル ３ ０ に お い
て は 、 Ｒ （ 赤 ） 、 Ｇ （ 緑 ） 、 Ｂ （ 青 ） の 発 光 色 を 呈 す る Ｅ Ｌ 素 子 を そ れ ぞ れ に 用 い た 各 画
素 を サ ブ ピ ク セ ル と し 、 こ れ ら ３ つ の サ ブ ピ ク セ ル を １ 組 に し て 単 位 画 素 を 構 成 し 、 こ の
単 位 画 素 を マ ト リ ク ス 状 に 配 列 す る こ と で 、 フ ル カ ラ ー 表 示 を 可 能 に し た 表 示 パ ネ ル を 示
し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 そ し て 前 記 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 各 サ ブ ピ ク セ ル に 対 し て は 、 図 ７ に 基 づ い て 説 明 し た と お り 、
そ れ ぞ れ 第 １ 、 第 ２ デ ー タ ド ラ イ バ ２ １ ， ２ ２ お よ び 第 １ 、 第 ２ 走 査 ド ラ イ バ ２ ３ ， ２ ４
が 接 続 さ れ 、 映 像 デ ー タ に 基 づ い て 個 々 に 点 灯 動 作 お よ び 後 述 す る 階 調 制 御 を 受 け る よ う
に 作 用 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ９ は 、 前 記 図 ７ お よ び 図 ８ に 示 し た 構 成 を 利 用 し 、 発 光 素 子 と し て の Ｅ Ｌ 素 子 Ｅ 1 を
点 灯 駆 動 さ せ る 第 １ の 例 を タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト で 示 し た も の で あ る 。 な お 、 図 ９ （ ａ ） は
す で に 説 明 し た 図 ４ （ ａ ） に 示 す 階 調 に 応 じ た サ ブ フ レ ー ム ご と の Ｅ Ｌ 素 子 の 点 灯 期 間 を
示 す も の で あ る 。 そ し て 、 図 ９ （ ｂ ） は 図 ７ お よ び 図 ８ に 示 す 実 施 の 形 態 に よ っ て 実 行 さ
れ る Ｅ Ｌ 素 子 の 点 灯 駆 動 動 作 を 示 し て い る 。 ま た 、 図 ９ （ ｃ ） お よ び （ ｄ ） は 、 図 ９ （ ｂ
） に 示 す Ｅ Ｌ 素 子 の 点 灯 駆 動 動 作 を 実 現 さ せ る 場 合 に 、 前 記 第 １ 走 査 ド ラ イ バ ２ ３ お よ び
第 ２ 走 査 ド ラ イ バ ２ ４ よ り も た ら さ れ る ゲ ー ト オ ン 電 圧 Ｗ Ｇ １ ， Ｗ Ｇ ２ の 出 力 タ イ ミ ン グ
を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ こ で 、 図 ９ （ ｂ ） に お け る サ ブ フ レ ー ム ナ ン バ ー が １ ５ ～ ７ に お い て は 、 単 位 フ レ ー
ム 期 間 で あ る １ フ レ ー ム 期 間 を 、 γ 補 正 カ ー ブ に 基 づ い た Ｅ Ｌ 素 子 の 点 灯 期 間 の み で 構 成
さ れ て い る 。 す な わ ち 、 図 ９ （ ａ ） に 示 さ れ た サ ブ フ レ ー ム ナ ン バ ー の １ ５ ～ ７ に お け る
点 灯 期 間 の み が 時 間 軸 に 沿 っ て 並 べ ら れ て 、 そ れ ぞ れ サ ブ フ レ ー ム を 構 成 し て い る 。 一 方
、 サ ブ フ レ ー ム ナ ン バ ー が ６ ～ １ の 範 囲 に お い て は 、 図 ９ （ ａ ） に 示 す 各 サ ブ フ レ ー ム ６
～ １ と 同 様 に 点 灯 お よ び 消 灯 の 駆 動 動 作 が 実 行 さ れ る 。 し た が っ て 、 例 え ば 階 調 “ １ ５ ”
が 選 択 さ れ た 場 合 に は 、 図 ９ （ ｂ ） に 示 す サ ブ フ レ ー ム ナ ン バ ー １ ５ ～ １ の 全 て の パ タ ー
ン の 点 灯 動 作 が 実 行 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 前 記 し た サ ブ フ レ ー ム ナ ン バ ー １ ５ ～ ７ に お け る 点 灯 制 御 に お い て は 、 図 ７ に 示 す 第 １
と 第 ２ の 書 き 込 み ト ラ ン ジ ス タ Ｔ r12 ， Ｔ r13 の ゲ ー ト に 対 し て 、 第 １ 走 査 ド ラ イ バ ２ ３
お よ び 第 ２ 走 査 ド ラ イ バ ２ ４ か ら 交 互 に ゲ ー ト オ ン 電 圧 が 供 給 さ れ る 。 例 え ば サ ブ フ レ ー
ム ナ ン バ ー １ ５ に お い て は 、 図 ９ （ ｃ ） に Ｗ Ｇ １ と し て 示 す よ う に 、 第 １ 走 査 ド ラ イ バ ２
３ よ り ゲ ー ト オ ン 電 圧 が 発 生 し 、 こ れ に よ り 第 １ 書 き 込 み ト ラ ン ジ ス タ Ｔ r12 が オ ン さ れ
る 。 し た が っ て 、 こ の 時 の 第 １ デ ー タ ド ラ イ バ ２ １ か ら の 映 像 信 号 に 対 応 し た デ ー タ 信 号
Ｖ data1 に よ っ て Ｅ Ｌ 素 子 は 点 灯 制 御 が な さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 続 い て サ ブ フ レ ー ム ナ ン バ ー １ ４ に お い て は 、 図 ９ （ ｄ ） に Ｗ Ｇ ２ と し て 示 す よ う に 、
第 ２ 走 査 ド ラ イ バ ２ ４ よ り ゲ ー ト オ ン 電 圧 が 発 生 し 、 こ れ に よ り 第 ２ 書 き 込 み ト ラ ン ジ ス
タ Ｔ r13 が オ ン さ れ る 。 し た が っ て 、 こ の 時 の 第 ２ デ ー タ ド ラ イ バ ２ ２ か ら の 映 像 信 号 に
対 応 し た デ ー タ 信 号 Ｖ data2 に よ っ て Ｅ Ｌ 素 子 は 点 灯 制 御 が な さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の 時 、 前 の サ ブ フ レ ー ム ナ ン バ ー １ ５ に よ る 映 像 デ ー タ に 基 づ い て キ ャ パ シ タ Ｃ 1 に
チ ャ ー ジ さ れ て い た 電 荷 は 、 サ ブ フ レ ー ム ナ ン バ ー １ ４ に よ る 映 像 デ ー タ に 基 づ く チ ャ ー

10

20

30

40

50

(7) JP 2005-77812 A 2005.3.24



ジ 量 に 書 き 換 え ら れ る （ 上 書 き さ れ る ） 。 そ し て 、 こ の 実 施 の 形 態 に お い て は 前 記 し た よ
う な 書 き 換 え 動 作 は 図 ９ （ ｂ ） に 示 す サ ブ フ レ ー ム ナ ン バ ー ７ ま で 継 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 １ ０ は 、 前 記 し た 動 作 を 模 式 的 に 示 し た も の で あ り 、 こ れ は す で に 説 明 し た 図 ６ と 同
様 に 縦 方 向 に 時 間 が 経 過 す る 状 態 で 示 し て い る 。 な お 、 図 １ ０ に お い て は 図 ６ と 同 様 に サ
ブ フ レ ー ム ９ か ら ８ に 移 行 す る 部 分 の 動 作 に つ い て 示 し て い る 。 す な わ ち 、 第 １ 走 査 ド ラ
イ バ ２ ３ か ら の 第 １ 書 き 込 み ゲ ー ト 信 号 Ｗ Ｇ １ の 発 生 に よ り 、 図 １ ０ に 示 す よ う に Ｎ フ レ
ー ム 目 の サ ブ フ レ ー ム ９ の 画 像 に 対 応 し て 各 発 光 画 素 が 点 灯 駆 動 さ れ る 。 こ の 時 、 前 の サ
ブ フ レ ー ム １ ０ に よ る 映 像 デ ー タ は 、 次 の サ ブ フ レ ー ム ９ に よ る 映 像 デ ー タ に 書 き 換 え ら
れ る （ 上 書 き さ れ る ） 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 そ し て 、 前 記 サ ブ フ レ ー ム ９ の γ 補 正 カ ー ブ に 基 づ い た 点 灯 時 間 の 経 過 後 に 、 第 ２ 走 査
ド ラ イ バ ２ ４ よ り 第 ２ 書 き 込 み ゲ ー ト 信 号 Ｗ Ｇ ２ が 発 生 す る 。 し た が っ て 、 第 ２ 書 き 込 み
ゲ ー ト 信 号 Ｗ Ｇ ２ の 発 生 に よ り 、 Ｎ フ レ ー ム 目 の サ ブ フ レ ー ム ８ の 映 像 デ ー タ に 対 応 し て
各 発 光 画 素 は 点 灯 駆 動 さ れ る 。 こ の よ う に 、 図 １ ０ に 模 式 的 に 示 し た デ ー タ の 書 き 換 え 動
作 は 、 前 記 し た と お り サ ブ フ レ ー ム ナ ン バ ー ７ ま で 継 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 一 方 、 サ ブ フ レ ー ム ナ ン バ ー が ６ 以 下 に お い て は 、 こ の 実 施 の 形 態 に お い て は 、 図 ９ （
ａ ） に 示 す 例 と 同 様 に １ サ ブ フ レ ー ム 期 間 は 、 そ れ ぞ れ 同 一 （ ｔ ０ ） に な さ れ 、 γ 補 正 カ
ー ブ に 基 づ い た 点 灯 期 間 と 消 灯 期 間 の 繰 り 返 し の 制 御 が 実 行 さ れ る 。 こ れ は 次 の 理 由 に よ
る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 す な わ ち 、 図 ９ （ ａ ） に 示 す 点 灯 制 御 の 場 合 に は 、 そ れ ぞ れ の サ ブ フ レ ー ム 期 間 （ ｔ ０
） は 、 １ 走 査 期 間 に 等 し い 。 し か し な が ら 図 ９ （ ｂ ） に 示 す 点 灯 制 御 の 場 合 に は 、 サ ブ フ
レ ー ム ナ ン バ ー １ ４ ～ ７ に お い て は サ ブ フ レ ー ム 期 間 は １ 走 査 期 間 に 満 た な い 状 態 と な る
。 そ し て 、 サ ブ フ レ ー ム ナ ン バ ー が ６ 以 下 と な る の 場 合 に お い て は 、 図 ９ （ ｃ ） お よ び （
ｄ ） に ｔ １ お よ び ｔ ２ と し て 示 す よ う に 、 第 １ お よ び 第 ２ の 書 き 込 み ゲ ー ト 信 号 Ｗ Ｇ １ ，
Ｗ Ｇ ２ の そ れ ぞ れ の 発 生 タ イ ミ ン グ は １ 走 査 期 間 以 下 と な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 そ し て 、 隣 り 合 う サ ブ フ レ ー ム 期 間 の 合 計 時 間 が １ 走 査 期 間 に 満 た な い 状 態 と な る 場 合
に お い て は 、 次 の 書 き 込 み ゲ ー ト 信 号 Ｗ Ｇ １ ， Ｗ Ｇ ２ が 間 に 合 わ な く な り 点 灯 制 御 が 不 能
に な る 。 し た が っ て 、 図 ９ （ ｂ ） に 示 す 点 灯 制 御 を 実 行 す る に あ た っ て は 、 サ ブ フ レ ー ム
ナ ン バ ー が ６ 以 下 の 場 合 お い て は 、 図 ９ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 第 ２ 書 き 込 み ゲ ー ト 信 号 Ｗ
Ｇ ２ を 受 け て 、 第 ２ 書 き 込 み ト ラ ン ジ ス タ Ｔ r13 に よ る デ ー タ の 書 き 込 み 動 作 が 行 な わ れ
、 こ れ に 続 い て 、 第 １ 書 き 込 み ト ラ ン ジ ス タ Ｔ r12 に よ り 非 点 灯 デ ー タ （ 黒 の デ ー タ ） の
書 き 込 み を 行 な う よ う に 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ の 場 合 、 前 記 非 点 灯 の デ ー タ と し て は 、 前 記 し た 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ r11 が カ ッ ト オ
フ 状 態 に な さ れ る ゲ ー ト 電 位 を も た ら す よ う に な さ れ 、 こ の ゲ ー ト 電 位 に 対 応 す る 電 圧 値
が 第 １ デ ー タ ド ラ イ バ ２ １ よ り 、 第 １ 書 き 込 み ト ラ ン ジ ス タ Ｔ r12 の ソ ー ス に 与 え ら れ る
。 そ し て 、 第 １ 書 き 込 み ト ラ ン ジ ス タ Ｔ r12 の オ ン 動 作 に よ り キ ャ パ シ タ Ｃ 1 に 対 し て 、
駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ r11 が カ ッ ト オ フ 状 態 に な さ れ る ゲ ー ト 電 位 が 書 き 込 ま れ る 。 こ れ に
よ り 、 Ｅ Ｌ 素 子 Ｅ 1 は 非 点 灯 状 態 に な さ れ る 。 こ の よ う に 、 サ ブ フ レ ー ム ナ ン バ ー が ６ 以
下 に お い て は 、 以 上 の 動 作 の 繰 り 返 し に よ り 、 Ｅ Ｌ 素 子 の 点 灯 動 作 が な さ れ 、 γ 補 正 カ ー
ブ に し た が っ た 階 調 制 御 が 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 な お 、 前 記 し た １ サ ブ フ レ ー ム 期 間 は ク ロ ッ ク 信 号 を 可 変 さ せ て 作 る こ と も 可 能 で あ る
。 こ の 場 合 に お い て は 、 図 ３ に 示 し た γ 補 正 カ ー ブ か ら も 理 解 で き る と お り 、 階 調 間 の 輝
度 差 が 極 め て 小 さ い た め 、 こ れ を 正 確 に 制 御 す る た め に は 大 き な 分 解 能 が 必 要 と な り 、 結
果 と し て 駆 動 回 路 の 全 体 の 制 御 を 司 る 前 記 ク ロ ッ ク 信 号 を 常 に 高 速 化 さ せ る 必 要 が 生 ず る
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。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の よ う に ク ロ ッ ク 信 号 を 高 速 化 さ せ た 場 合 に お い て は 、 前 記 Ｔ Ｆ Ｔ に 例 え ば Ｃ Ｇ （ 非
晶 質 ） シ リ コ ン を 用 い た 回 路 に お い て は 、 そ の 動 作 に 限 界 が 生 ず る と い う 問 題 が 発 生 す る
。 ま た 、 ク ロ ッ ク 信 号 の 高 速 化 に よ り 、 回 路 の 消 費 電 力 が 大 き く な る こ と は 免 れ な い 。 こ
れ に 対 し 、 サ ブ フ レ ー ム に 応 じ て ク ロ ッ ク 信 号 の 周 波 数 を 可 変 さ せ る こ と も 考 え ら れ る が
、 こ の よ う な 構 成 に お い て は 回 路 が 複 雑 化 し 、 回 路 規 模 が 大 き く な ら ざ る を 得 な い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 以 上 説 明 し た 図 ９ （ ａ ） お よ び （ ｂ ） の 比 較 で 明 ら か な よ う に 、 こ の 発 明 に か か る 実 施
の 形 態 に よ る と 、 発 光 素 子 と し て の Ｅ Ｌ 素 子 の 点 灯 時 間 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 換
言 す れ ば 、 発 光 素 子 の 点 灯 時 間 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る の で 、 発 光 素 子 の 瞬 間 発 光 輝
度 を 低 下 さ せ て も 、 所 定 の 発 光 輝 度 特 性 を 得 る こ と が で き る こ と に な る 。 し た が っ て 、 有
機 Ｅ Ｌ 素 子 に 代 表 さ れ る 前 記 発 光 素 子 の 駆 動 電 流 を 低 減 さ せ る こ と が で き 、 結 果 と し て 素
子 の 発 光 寿 命 を よ り 延 命 さ せ る こ と に 寄 与 で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 な お 、 図 ９ （ ｂ ） に 示 す 点 灯 制 御 に よ る と 、 例 え ば サ ブ フ レ ー ム ナ ン バ ー が ６ 以 下 に お
い て は 、 Ｅ Ｌ 素 子 を 消 灯 さ せ る 操 作 を 伴 う こ と に な る た め に 、 Ｅ Ｌ 素 子 の 点 灯 時 間 率 を 向
上 さ せ る 点 で 、 多 少 の 難 点 が 存 在 す る と 言 わ ざ る を 得 な い 。 そ こ で 、 図 １ １ に は Ｅ Ｌ 素 子
の 点 灯 時 間 率 を よ り 向 上 さ せ る こ と が で き る 点 灯 制 御 の 態 様 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 １ １ （ ａ ） は す で に 説 明 し た 図 ４ （ ａ ） に 示 す 階 調 に 応 じ た サ ブ フ レ ー ム ご と の Ｅ Ｌ
素 子 の 点 灯 期 間 を 示 す も の で あ り 、 図 １ １ （ ｂ ） は 、 前 記 図 ７ お よ び 図 ８ に 示 し た 構 成 を
利 用 し 、 発 光 素 子 と し て の Ｅ Ｌ 素 子 Ｅ 1 を 点 灯 駆 動 さ せ る 第 ２ の 例 を タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト
で 示 し た も の で あ る 。 ま た 、 図 １ １ （ ｃ ） お よ び （ ｄ ） は 、 図 １ １ （ ｂ ） に 示 す Ｅ Ｌ 素 子
の 点 灯 駆 動 動 作 を 実 現 さ せ る 場 合 に 、 図 ７ に 示 す 第 １ 走 査 ド ラ イ バ ２ ３ お よ び 第 ２ 走 査 ド
ラ イ バ ２ ４ よ り も た ら さ れ る ゲ ー ト オ ン 電 圧 Ｗ Ｇ １ ， Ｗ Ｇ ２ の 出 力 タ イ ミ ン グ を 示 し て い
る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ の 図 １ １ （ ｂ ） に 示 し た 各 サ ブ フ レ ー ム は 、 図 １ １ （ ａ ） に 示 す 各 サ ブ フ レ ー ム に お
け る Ｅ Ｌ 素 子 の 点 灯 期 間 の み を 抜 き 出 し 、 時 間 軸 に 沿 っ て 並 べ た 構 成 と さ れ て い る 。 し か
も 、 隣 り 合 う ２ つ の サ ブ フ レ ー ム の 時 間 の 合 計 が 、 １ 走 査 期 間 （ ｔ ０ ） よ り も 大 き く な る
よ う に 組 み 合 わ せ て あ る 。 こ の 図 １ １ （ ｂ ） に 示 す 制 御 態 様 に お い て も 、 す で に 説 明 し た
よ う に 第 １ お よ び 第 ２ の 書 き 込 み ト ラ ン ジ ス タ Ｔ r12 ， Ｔ r13 の 交 互 の オ ン 動 作 に よ り キ
ャ パ シ タ Ｃ 1 に 対 す る デ ー タ の 書 き 換 え 動 作 （ 上 書 き 動 作 ） が 行 な わ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ の 場 合 、 前 記 し た よ う に 隣 り 合 う ２ つ の サ ブ フ レ ー ム の 時 間 の 合 計 が 、 １ 走 査 期 間 （
ｔ ０ ） よ り も 大 き く な る よ う に 組 み 合 わ せ て あ る の で 、 図 １ １ （ ｃ ） お よ び （ ｄ ） に 示 す
よ う に 、 第 １ お よ び 第 ２ の 書 き 込 み ゲ ー ト 信 号 Ｗ Ｇ １ ， Ｗ Ｇ ２ の 発 生 間 隔 ｔ ３ お よ び ｔ ４
は 、 必 ず １ 走 査 期 間 （ ｔ ０ ） よ り も 大 き な 期 間 に な さ れ る 。 そ れ 故 、 図 １ １ （ ｂ ） に 示 す
点 灯 制 御 に よ る と 、 図 ９ （ ｂ ） に 示 し た 点 灯 制 御 の よ う に 、 一 部 に 非 点 灯 デ ー タ （ 黒 の デ
ー タ ） の 書 き 込 み 動 作 を 実 行 さ せ な け れ ば な ら な い と い う 問 題 も 解 消 す る こ と が で き 、 Ｅ
Ｌ 素 子 の 点 灯 時 間 率 を 究 極 的 に 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 な お 、 図 ７ に 示 し た 実 施 の 形 態 に お い て は 、 デ ー タ 書 き 込 み ト ラ ン ジ ス タ と し て ２ つ の
Ｔ Ｆ Ｔ を 用 い て 交 互 に オ ン 動 作 さ せ る よ う に 構 成 さ れ て い る が 、 こ れ は ３ つ 以 上 の デ ー タ
書 き 込 み ト ラ ン ジ ス タ を 用 意 し 、 順 番 に オ ン 動 作 さ せ る こ と で デ ー タ を 書 き 込 む よ う に 構
成 さ れ て い て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
【 図 １ 】 従 来 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 表 示 パ ネ ル に お け る １ つ の 画 素 に 対 応 す る 回 路 構
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成 の 一 例 を 示 し た 結 線 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 従 来 の 多 階 調 表 現 を 実 現 さ せ る 場 合 に お け る 各 サ ブ フ レ ー ム ご と の 点 灯 パ タ ー ン
を 示 し た タ イ ミ ン グ 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 γ 補 正 カ ー ブ の 一 例 を 示 し た 特 性 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 γ 補 正 カ ー ブ に よ る 多 階 調 表 現 を 実 現 さ せ る 場 合 の 書 き 込 み ゲ ー ト 信 号 と 消 去 ゲ
ー ト 信 号 の 発 生 タ イ ミ ン グ を 示 し た タ イ ミ ン グ 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 消 去 ゲ ー ト 信 号 の 生 成 手 段 を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 １ に 示 す 画 素 構 成 に よ っ て な さ れ る 点 灯 駆 動 の 制 御 態 様 を 示 し た 模 式 図 で あ る
。
【 図 ７ 】 こ の 発 明 に か か る 駆 動 装 置 を 好 適 に 採 用 し 得 る 画 素 構 成 の 例 を 示 し た 結 線 図 で あ
る 。
【 図 ８ 】 図 ７ に 示 し た 画 素 を 多 数 配 列 す る こ と に よ り 構 成 し た 発 光 表 示 パ ネ ル と 、 各 ド ラ
イ バ と の 接 続 関 係 を 示 し た 模 式 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ７ お よ び 図 ８ に 示 し た 構 成 を 利 用 し 、 発 光 素 子 を 点 灯 駆 動 さ せ る 第 １ の 例 を 示
し た タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ７ に 示 す 画 素 構 成 に よ っ て な さ れ る 点 灯 駆 動 の 制 御 態 様 を 示 し た 模 式 図 で あ
る 。
【 図 １ １ 】 図 ７ お よ び 図 ８ に 示 し た 構 成 を 利 用 し 、 発 光 素 子 を 点 灯 駆 動 さ せ る 第 ２ の 例 を
示 し た タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ２ ０ 　 　 画 素
　 ２ １ 　 　 第 １ デ ー タ ド ラ イ バ
　 ２ ２ 　 　 第 ２ デ ー タ ド ラ イ バ
　 ２ ３ 　 　 第 １ 走 査 ド ラ イ バ
　 ２ ４ 　 　 第 ２ 走 査 ド ラ イ バ
　 ３ ０ 　 　 表 示 パ ネ ル
　 Ｃ 1 　 　 キ ャ パ シ タ
　 Ｅ 1 　 　 発 光 素 子 （ Ｅ Ｌ 素 子 ）
　 Ｔ r11 　 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ
　 Ｔ r12 　 第 １ デ ー タ 書 き 込 み ト ラ ン ジ ス タ
　 Ｔ r13 　 第 ２ デ ー タ 書 き 込 み ト ラ ン ジ ス タ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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